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日
本
で
失
明
原
因
が
１
位
の
病
気
、

緑
内
障
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

１
．
緑
内
障
と
は

　

眼
の
神
経
が
委
縮
し
視
力
低
下
や
視

野
が
欠
け
て
く
る
病
気
で
、
40
歳
以
上

で
は
20
人
に
１
人
に
発
症
す
る
病
気
で

す
。

２
．
緑
内
障
の
種
類

●�

「
開
放
隅
角
緑
内
障
」 

　

眼
圧
が
高
い
緑
内
障
で
す
。

● 

「
正
常
眼
圧
緑
内
障
」 

　

 

眼
圧
が
正
常
な
緑
内
障
で
、
緑
内
障

の
多
く
は
こ
の
タ
イ
プ
で
す
。

● 

「
閉
塞
隅
角
緑
内
障
」�

　

 

あ
る
と
き
急
に
発
作
を
起
こ
し
眼
圧

が
高
く
な
る
緑
内
障
で
す
。
風
邪
薬

な
ど
が
発
作
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

● 

「
先
天
性
緑
内
障
」

　

 

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
発
症
し
て
い
る

緑
内
障
で
す
。

● 
「
続
発
性
緑
内
障
」

　

 
怪
我
や
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
が
原
因

で
起
こ
る
緑
内
障
で
す
。

３
．
緑
内
障
の
検
査

　

最
初
に
、
視
力
検
査
、
眼
圧
検
査
、

眼
底
検
査
な
ど
の
眼
科
一
般
検
査
を
し

ま
す
。
眼
圧
が
高
か
っ
た
り
、
眼
底
検

査
で
眼
の
神
経
の
異
常
を
疑
え
ば
視
野

検
査
を
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
検
査
を
総

合
的
に
判
断
し
診
断
を
下
し
ま
す
。
緑

内
障
の
初
期
段
階
で
は
視
野
異
常
が
な

か
っ
た
り
、
軽
度
異
常
の
場
合
診
断
に

苦
慮
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
光
干

渉
断
層
計
と
い
う
特
殊
な
眼
底
カ
メ
ラ

に
よ
っ
て
、
よ
り
早
期
の
診
断
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

４
．
緑
内
障
の
治
療

　

緑
内
障
治
療
の
基
本
は
眼
圧
を
下
げ

る
こ
と
で
す
。
正
常
眼
圧
緑
内
障
で
も

眼
圧
を
下
げ
る
こ
と
で
病
気
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
治
療
前

の
眼
圧
よ
り
２
割
下
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
半
数
の
人
の
進
行
予
防
が
で
き
、

３
割
で
80
％
の
人
の
予
防
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
治
療

初
期
の
眼
圧
は
治
療
前
の
３
割
程
度
を

目
標
に
し
ま
す
。
眼
圧
20
で
あ
れ
ば
、

目
標
眼
圧
は
14
に
な
り
ま
す
。

　

緑
内
障
の
点
眼
薬
は
い
ろ
い
ろ
な
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、病
状
や
進
行
具
合
、

体
の
病
気
な
ど
を
考
慮
し
て
処
方
し
ま

す
。
中
に
は
ぜ
ん
そ
く
や
心
臓
病
に
悪

影
響
を
お
よ
ぼ
す
薬
も
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　

緑
内
障
は
点
眼
薬
で
の
治
療
が
基
本

と
な
り
ま
す
が
、
治
療
効
果
が
不
十
分

で
あ
れ
ば
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

閉
塞
隅
角
緑
内
障
に
は
レ
ー
ザ
ー
治
療

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

５
．
最
後
に

　

緑
内
障
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、
病

気
の
発
見
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
ひ
と
た

び
病
気
が
進
行
す
れ
ば
改
善
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
40
歳
を
過
ぎ
る
と
発

病
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
親
族
に

緑
内
障
の
人
が
い
れ
ば
要
注
意
で
す
。

１
年
に
１
回
の
検
査
を
お
勧
め
し
ま

す
。

失
明
原
因
１
位
、
緑
内
障

清
岡
眼
科
（
御
幸
町
）　

清
岡　

博
士

医
師
会
　
健
康
講
座 
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